
 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

                          

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「
ほ
っ
と
」
す
る
と
こ
ろ 

「
Ｈ
ｏ
ｔ
」
な
と
こ
ろ 

「
発
途(

ほ
っ
と)

」
で
き
る
と
こ
ろ 

月 火 水 木 金 土 日
△ × △ × × × 休

ほっとルーム倉敷Ⅲ  

空 き 状 況 
＜3月１日現在＞ 

月 火 水 木 金 土 日
× △ × × × × 休

ほっとルーム倉敷Ⅱ 

ほっとルーム倉敷 

提供時間 14：00～18：00 

受け入れ  幼児～高校生 

 

ひ
な
祭
り
の
定
番
の
食
べ
物
と
い
え
ば
「
ち
ら

し
寿
司
」「
は
ま
ぐ
り
の
お
吸
い
物
」「
ひ
な
あ
ら

れ
」「
菱
餅
」「
白
酒
」
が
あ
り
ま
す
ね
。
そ
れ
ぞ

れ
の
料
理
や
色
に
も
良
い
意
味
が
こ
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
今
回
は
ち
ら
し
寿
司
を
取
り
上
げ
て
み
ま

し
ょ
う
。
ち
ら
し
寿
司
に
入
っ
て
い
る
「
海
老
」

に
は
「
長
生
き
が
出
来
る
様
に
。
」
と
願
い
が
込
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
海
老
の
様
に
腰
が
曲
が
る
ま
で

丈
夫
で
い
ら
れ
る
と
い
う
意
味
だ
そ
う
で
す
よ
。

次
に
「
豆
」
は
健
康
に
マ
メ
に
働
く
と
い
う
ご
ろ

合
わ
せ
で
「
仕
事
が
上
手
く
い
く
よ
う
に
。
」
と
、

最
後
に
「
レ
ン
コ
ン
」
は
「
先
の
事
を
見
通
せ
る

よ
う
に
。」
と
願
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
昔
の

人
な
ら
で
は
の
風
情
あ
る
由
来
を
知
る
と
、
よ
り

い
っ
そ
う
意
味
を
持
っ
て
ひ
な
祭
り
が
楽
し
め
そ

う
で
す
ね
。 

 
 
 
 

 
 
 

宇
野 

由
香
里 

 

 

岡
山
県
教
委
は
１
日
、
公
立
高
校
５
５
校
が
実

施
す
る
２
０
１
７
年
度
一
般
入
試
の
出
願
状
況
を

発
表
し
た
。
県
立
全
日
制
５
０
校
は
、
特
別
入
試

な
ど
の
合
格
内
定
者
を
除
い
た
８
１
７
７
人
の
募

集
者
に
対
し
９
６
１
８
人
が
出
願
。
平
均
競
争
率

は
１
・
１
８
倍(

前
年
度
１
・
２
０
倍)

と
な
っ
た
。 

 
 
 

一
般
入
試
は
９
日
に
、
国
語
・
数
学
・
社
会
・
英

語
・
理
科
の
学
力
検
査
を
実
施
、
１
０
日
に
面
接

が
あ
り
、
合
格
発
表
は
１
７
日
に
各
校
で
行
う
。 

月 火 水 木 金 土 日
× × × × △ △ 休

“肩胛骨まわりをラクにする” 
肩胛骨というのは、肩の後ろ側にある大きな骨です

が、他の骨とつながっておらず、筋肉でつながってい
るだけです。その為、取り囲んでいる筋肉に緊張があ
ると、当然動きが悪くなります。肩こりの原因にもな
ります。今回は肩胛骨まわりの過緊張を和らげる運動
です。   
①ヒモを後ろで両手にかける。 
②後ろから腕を上に引き上げると同時に 
カラダを前に倒す。 
※ヒザは軽く曲げるようにしましょう。 

中村 昭平 

 

ア
ス
ペ
ル
ガ
ー
症
候
群
の
子
ど
も

は
人
の
表
情
や
様
子
な
ど
か
ら
、
相
手

の
感
情
を
読
み
取
る
こ
と
が
苦
手
で
、

相
手
が
怒
っ
て
い
る
の
か
、
喜
ん
で
い

る
の
か
、
困
っ
て
い
る
の
か
な
ど
が
分

か
り
に
く
い
の
で
す
。
表
情
や
視
線
、

声
の
調
子
、
身
ぶ
り
や
手
ぶ
り
な
ど
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
関
す
る
動
作

を
理
解
し
に
く
く
、
そ
の
た
め
に
他
の

人
の
気
持
ち
を
無
視
し
た
よ
う
な
行

動
を
と
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま

す
が
、
そ
れ
も
特
性
な
の
で
す
。 

 

人
は
社
会
経
験
を
積
ん
で
い
く
と
、

相
手
の
様
子
や
言
葉
の
使
い
方
を
見

て
、
気
持
ち
を
察
す
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。
し
か
し
ア
ス
ペ
ル

ガ
ー
症
候
群
の
子
ど
も
は
、
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
に
関
す
る
「
暗
黙
の
了

解
」
を
読
み
取
る
こ
と
が
難
し
い
の
で

す
。 

 
 
 
 
 
 
 

池
永 

愼
一 

学校名 科系・コース名 募集定員 進学希望者 競争率 前年競争率 前年度出願率

80 123 1.54 1.40

120 151 1.26 1.23

1.32 1.43

200 202 1.01 1.18

280 257 0.92 1.03

240 204 0.85 0.99

320 396 1.24 1.08

320 375 1.17 1.26

320 389 1.22 1.13

240 255 1.06 1.21

1.43

1.63

倉敷中央 普通(くくり）

倉敷商業 商業(くくり） 1.34

1.06

320 422

1.05

1.15

1.14

1.24

1

0.89倉敷鷲羽

倉敷工業

水島工業

未来創造

機　械

機　械

青　陵 普　通

天　城

倉敷南

古城池

玉島

普通(くくり）

普　通

普　通

普　通

卒
業
生
の
皆
さ
ん
、
ご
卒
業

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今

ま
で
一
緒
に
学
ん
で
こ
れ
た

こ
と
を
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。 

こ
の
度
の
卒
業
は
人
生
の

な
か
の
通
過
点
で
あ
り
、
節
目

で
も
あ
り
ま
す
。
無
限
の
可
能

性
を
秘
め
た
皆
さ
ん
の
輝
か

し
い
未
来
の
発
展
を
祈
念
い

た
し
ま
す
。 

最
後
に
、
私
の 

好
き
な
次
の
言
葉 

を
贈
り
ま
す
。 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
道 

自
分
に
は
自
分
に
与
え
ら

れ
た
道
が
あ
る 

広
い
と
き
も
せ
ま
い
時
も

あ
る 

の
ぼ
り
も
あ
れ
ば
、
く
だ

り
も
あ
る 

思
案
に
あ
ま
る
時
も
あ
る

だ
ろ
う 

し
か
し
、
心
を
定
め
・希
望

を
も
っ
て
歩
む
な
ら
ば 

必
ず
道
は
ひ
ら
け
て
く
る 

深
い
喜
び
も 

そ
こ
か
ら
生
ま
れ
て
く
る 

 
 

 
 

 
 

 

松
下
幸
之
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 今後の放送日 
平成１９年３月１６日 

（最終回） 
あと１回になりました 

放送日 

毎月第３金曜日 

19：00 ～ 20：00 

生放送 

Ｂ Ａ Ｃ Ｂ 
Ｃ Ｅ 

Ｄ 
Ｂ 

Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ 

Ｃ 
Ｂ 

Ｃ 
Ｂ Ｂ 

Ｃ 

Ｅ 
Ｄ Ｄ 

習
得
内
容 

習
得
内
容 

学習時間 学習時間 

パイオン総合教育研究所 

・学習塾パイオン            （個別指導） 

・鹿島学園高等学校 倉敷学習支援センター（通信制高等学校） 

 

①“ほっと”するところ 

子供さんも保護者の方も心安らかに、心豊かに、

過ごせる時間と空間を提供します。 

②“Hot(ホット)”なところ 

情熱を持った指導員が、優しく温かく指導します。 

③“発途(ほっと)”なところ 

  発途(ほっと)とは、「出発すること。門出。」とい 

う意味があります。子どもさん各人の門出の場所 

になりたいと考えます。 

関連施設 

ほっとルーム倉敷Ⅲ 
〒710-0038倉敷市新田 3057-8 
電話０８６－４２７－７５４４ 

 

ほっとルーム倉敷Ⅱ 
〒710-0834倉敷市笹沖 695-1 

電話０８６－４２７－７５４０ 

ほっとルーム倉敷 
〒710-0847倉敷市東富井 987-10 
電話０８６－４２７－７５００ 

●「ほっとルーム」の学習支援 
 学齢期になると勉強に対する要望が高くなります。やみ

雲に学習したのでは結果があらわれにくいものです。各自

の特性に応じた習得手段が必要です。 

当事業所では学習を療育の手段として用い、コミュニケ

ーションに必要な傾聴力・表現力・習得力・集中力・姿勢

保持などの生活能力の向上と共に自己肯定感を養い、自立

への促進に努めています。 

 

学齢期の支援＝生活能力＋学習能力 

 

成長と共に必要な支援は変化します！ 

 


